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保健学研究科・成績評価の基準

大学院保健学研究科における成績評価は，授業科目終了時に行われる試験，

講義等における発表・討議など授業への取組み，レポート，小テスト及び研究

の成果等を総合的に評価して行う。この総合評価に基づき，６０点以上を単位

認定基準とする。

なお，成績評価等の正確さを担保するための措置は下記のとおりである。

１ 学生は，成績評価等に対する疑問などがある場合には，授業担当教員又は

教務担当係に対して 成績評価の方法及び内容等について問い合わせること

ができる。

２ 授業担当教員等から十分な回答が得られない場合には，教務委員会に申し

出ることができる。

３ 教務委員会は，上記の申し出があった場合は，調整等を行うものとする。



◆成績評価及び修了の基準 
 
 （単位修得の認定） 

第１９条 各授業科目の単位修得の認定は，試験又は研究報告により，担当教員が行うも

のとする。 

２ 前項の規定にかかわらず演習，実験の授業科目については平素の成績により，単位の

修得を認定することができる。 

 

 （成績の評価） 

第２１条 各授業科目の成績は，優，良，可又は不可の評語をもってあらわし，優，良及

び可を合格，不可を不合格とする。ただし，必要と認める場合は，優，良及び可の評価

に代えて，修了又は認定とすることができる。  

 

 （修了要件） 

第２４条 博士前期課程の修了要件は，博士前期課程に２年以上在学し，第１２条第１項

に定める履修と研究指導を受けた上，修士論文の審査及び最終試験に合格することとす

る。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については１年以上在学

すれば足りるものとする。 

２ 博士後期課程の修了要件は，博士後期課程に３年以上在学し，第１２条第１項に定め

る履修と研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。た

だし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については１年(２年未満の在学

期間をもって修士課程又は前期２年の課程を修了した者にあっては，当該在学期間を含

めて３年)以上在学すれば足りるものとする。 

３ 前２項の課程修了の認定は，教授会が行う。 

 

 （学位論文及び最終試験） 

第２５条 学位論文は，指導教員の承認を受けてあらかじめ指定された期日までに提出し

なければならない。 

２ 最終試験は，各教育研究分野別に，学位論文を中心として，これに関連ある授業科目

について行うものとする。 

３ 学位論文の審査及び最終試験の合格・不合格は，研究科が決定し，その方法は，別に

定める。 

 

 （学位の授与）  

第２６条 博士前期課程を修了した者には，修士の学位を授与する。 

２ 博士後期課程を修了した者には，博士の学位を授与する。 



３ 修士の学位に付記する専攻分野の名称は，看護学又は保健学とする。 

４  博士の学位に付記する専攻分野の名称は，保健学とする。 

 



別表（第12条関係）

博士前期課程

（１）共通・コア科目

区 分 授 業 科 目 配当年次 単位数

共通・コア科目 ヘルスプロモーション科学 １・２ ２

医療倫理学 １・２ ２

医療管理学 １・２ ２

生活習慣病論 １・２ ２

医療情報学 １・２ ２

医療対話学 １・２ ２

国際保健学 １・２ ２

研究方法論 １・２ ２

（２）専門教育科目（看護学分野）

区 分 授 業 科 目 配当年次 単位数

看護学専 看護学共 看護教育論 １ ２

門科目 通科目 看護管理論 １ ２

看護理論 １ ２

看護倫理 １ ２

看護研究 １ ２

基礎看護 実践基礎看護学特論 １ ２

学 実践基礎看護学演習 １ ２

看護教育学特論 １ ２

看護教育学演習 １ ２

看護生理学特論 １ ２

看護生理学演習 １ ２

基礎看護学特別研究 ２ 10

成育・加 成育看護学特論Ⅰ １ ２

齢看護学 成育看護学演習Ⅰ １ ２



成育看護学特論Ⅱ １ ２

成育看護学演習Ⅱ １ ２

加齢看護学特論 １ ２

加齢看護学演習 １ ２

周産期母子管理論 １ ２

リプロダクティブヘルスケア特論 １ ２

リプロダクティブヘルスケア演習Ⅰ ２ ２

リプロダクティブヘルスケア演習Ⅱ ２ ２

女性の健康援助特論 １ ２

女性の健康援助演習Ⅰ １ ２

女性の健康援助演習Ⅱ ２ ２

ＣＮＳ母性看護実習 ２ ６

成育・加齢看護学特別研究 ２ 10

臨床応用 がん病態学 ２ ２

看護学 疼痛看護学 １ ２

緩和ケア看護学特論Ⅰ １ ２

緩和ケア看護学特論Ⅱ ２ ２

緩和ケア看護学演習 １ ２

がん看護学特論Ⅰ １ ２

がん看護学特論Ⅱ ２ ２

がん看護学演習 １ ２

がん看護実習 ２ ６

がん看護課題研究 ２ ２

精神看護学特論 １ ２

精神看護学演習 １ ２

感染看護学特論 １ ２

感染看護学演習 １ ２



臨床応用看護学特別研究 ２ 10

健康推進 ヘルスプロモーション学特論 １ ２

看護学 ヘルスプロモーション学演習 １ ２

公衆衛生看護学特論 １ ２

公衆衛生看護学演習 １ ２

地域・在宅看護学特論 １ ２

地域・在宅看護学演習 １ ２

国際健康科学特論 １ ２

国際健康科学演習 １ ２

健康推進看護学特別研究 ２ 10

履修方法

１ 指導教員の指導により，３０単位以上を修得すること。

２ 共通・コア科目のうちから６単位以上を選択必修すること。

３ 指導教員の指定する領域の授業科目のうちから１４単位以上を選択必修すること。

４ 前項のほか，他の分野の授業科目を選択科目として履修することができる。ただし，

修士（看護学）の学位を希望する者は，看護学分野専門教育科目のうちから，２４単

位以上を履修すること。

（３）専門科目（放射線技術科学分野）

区 分 授 業 科 目 配当年次 単位数

放射線技 医用情報 医用物理学特論 １ ２

術科学専 理工学 医用物理学演習 １ ２

門科目 放射線生命科学特論 １ ２

放射線生命科学演習 １ ２

生体情報計測学特論 １ ２

生体情報計測学演習 １ ２

医用画像解析学特論 １ ２

医用画像解析学演習 １ ２

医用情報理工学特別研究 ２ 10

放射線健 画像診断技術学特論 １ ２



康支援科 画像診断技術学演習 １ ２

学 放射線治療技術学特論 １ ２

放射線治療技術学演習 １ ２

核医学検査技術学特論 １ ２

核医学検査技術学演習 １ ２

放射線健康科学特論 １ ２

放射線健康科学演習 １ ２

放射線健康支援科学特別研究 ２ 10

履修方法

１ 指導教員の指導により，３０単位以上を修得すること。

２ 共通・コア科目のうちから６単位以上を選択必修すること。

３ 指導教員の指定する領域の授業科目のうちから１４単位以上を選択必修すること。

４ 前項のほか，他の分野の授業科目を選択科目として履修することができる。

（４）専門科目（検査技術科学分野）

区 分 授 業 科 目 配当年次 単位数

検査技術 病態情報 細胞・免疫科学特論 １ ２

科学専門 科学 細胞・免疫科学演習 １ ２

科目 形態・機能解析学特論 １ ２

形態・機能解析学演習 １ ２

病原因子解析学特論 １ ２

病原因子解析学演習 １ ２

感染制御学特論 １ ２

感染制御学演習 １ ２

病態情報科学特別研究 ２ 10

生体情報 高次機能解析学特論 １ ２

科学 高次機能解析学演習 １ ２

機能情報解析学特論 １ ２

機能情報解析学演習 １ ２

生体機能解析学特論 １ ２

生体機能解析学演習 １ ２



生体情報解析学特論 １ ２

生体情報解析学演習 １ ２

生体情報科学特別研究 ２ 10

履修方法

１ 指導教員の指導により，３０単位以上を修得すること。

２ 共通・コア科目のうちから６単位以上を選択必修すること。

３ 指導教員の指定する領域の授業科目のうちから１４単位以上を選択必修すること。

４ 前項のほか，他の分野の授業科目を選択科目として履修することができる。



博士後期課程

（１）コア科目

区 分 授 業 科 目 配当年次 単位数

コア科目 ｲﾝﾀｰﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙﾜｰｸ論 １・２ ２

（２）看護学分野

区 分 授 業 科 目 配当年次 単位数

看護学専 基礎看護 看護生理学特講 １ ２

門科目 学 看護生理学演習 １ ２

実践基礎看護学特講 １ ２

実践基礎看護学演習 １ ２

基礎看護学特別研究 ３ ４

臨床応用 がん・慢性疾患看護学特講 １ ２

看護学 がん・慢性疾患看護学演習 １ ２

感染看護学特講 １ ２

感染看護学演習 １ ２

家族看護学特講 １ ２

家族看護学演習 １ ２

臨床応用看護学特別研究 ３ ４

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰ ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ科学特講 １ ２

ｼｮﾝ科学 ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ科学演習 １ ２

ｺﾐｭﾆﾃｨﾍﾙｽｹｱ科学特講 １ ２

ｺﾐｭﾆﾃｨﾍﾙｽｹｱ科学演習 １ ２

高齢者ｹｱｼｽﾃﾑ科学特講 １ ２

高齢者ｹｱｼｽﾃﾑ科学演習 １ ２

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ科学特別研究 ３ ４

履修方法

１ 指導教員の指導により，１２単位以上を修得すること。

２ コア科目２単位を修得すること。

３ 指導教員の開講する特講・演習各２単位及び特別研究４単位を修得すること。



４ 指導教員の指導のもと，研究科に開設される専門科目を２単位以上選択科目として

修得すること。

（３）放射線技術科学分野

区 分 授 業 科 目 配当年次 単位数

放射線技 医用情報 医用物理工学特講 １ ２

術科学専 理工学 医用物理工学演習 １ ２

門科目 １ ２医用画像解析・診断技術学特講

１ ２医用画像解析・診断技術学演習

医用情報理工学特別研究 ３ ４

放射線健 １ ２放射線診療技術学特講

康支援科 １ ２放射線診療技術学演習

学 １ ２放射線生命・健康科学特講

１ ２放射線生命・健康科学演習

放射線健康支援科学特別研究 ３ ４

履修方法

１ 指導教員の指導により，１２単位以上を修得すること。

２ コア科目２単位を修得すること。

３ 指導教員の開講する特講・演習各２単位及び特別研究４単位を修得すること。

４ 指導教員の指導のもと，研究科に開設される専門科目を２単位以上選択科目として

修得すること。

（４）検査技術科学分野

区 分 授 業 科 目 配当年次 単位数

検査技術 病態情報 １ ２組織・細胞情報学特講

科学専門 科学 １ ２組織・細胞情報学演習

科目 １ ２感染症・病原因子解析学特講

１ ２感染症・病原因子解析学演習

病態情報科学特別研究 ３ ４

生体情報 １ ２生体機能情報学特講

科学 １ ２生体機能情報学演習

１ ２生体防御機能解析学特講



１ ２生体防御機能解析学演習

生体情報科学特別研究 ３ ４

履修方法

１ 指導教員の指導により，１２単位以上を修得すること。

２ コア科目２単位を修得すること。

３ 指導教員の開講する特講・演習各２単位及び特別研究４単位を修得すること。

４ 指導教員の指導のもと，研究科に開設される専門科目を２単位以上選択科目として

修得すること。
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